
『
伊
勢
物
語
』
学
習
指
導
の
展
開

―
―
戦
後
古
典
教
育
実
践
史
の
研
究
―
―

渡　

辺　

春　

美

は
じ
め
に
―
問
題
の
所
在
と
研
究
の
方
法

　
『
伊
勢
物
語
』
を
教
材
と
す
る
実
践
の
歴
史
は
す
で
に
一
世
紀
を
超
え

て
い
）
1

（
注る
。
し
か
し
、
そ
の
内
実
に
関
す
る
史
的
研
究
は
な
さ
れ
ず
、
成
果

と
課
題
も
明
確
に
は
な
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
戦

後
（
一
九
四
五
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
）
に
お
け
る
『
伊
勢
物
語
』
の
実
践

史
を
、
実
践
論
文
に
基
づ
い
て
考
察
し
た
い
と
考
え
る
。

　

こ
れ
ま
で
『
伊
勢
物
語
』
は
、
在
原
業
平
に
関
わ
る
遺
産
の
書
、
和
歌

の
模
範
の
書
と
し
て
価
値
づ
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
文
学
史
と
し
て
後
代
の

物
語
の
産
出
と
の
関
連
と
影
響
か
ら
も
評
価
さ
れ
た
。
近
代
か
ら
現
代
に

か
け
て
は
、
作
品
世
界
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、
恋
愛
と
和
歌
を
組
み
合
わ

せ
た
風
流
、
描
か
れ
た
献
身
的
な
愛
、
人
生
の
あ
わ
れ
さ
、
美
し
さ
が
評

価
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。「
み
や
び
」
へ
の
着
目
は
戦
前
末
に
現
れ
、
戦

後
期
も
長
く
経
っ
て
主
題
と
し
て
の
位
置
を
獲
得
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

　

実
践
論
文
の
選
定
は
、
教
材
、
目
標
、
指
導
過
程
、
指
導
形
態
が
分
か

る
こ
と
に
加
え
、
当
事
者
性
と
し
て
学
習
者
の
学
習
実
態
を
示
す
資
料
を

掲
載
し
て
い
る
こ
と
を
重
視
し
た
。
た
だ
し
、
時
期
に
よ
っ
て
論
文
数
に

多
寡
が
あ
り
、
一
部
、
上
の
基
準
以
外
か
ら
も
選
定
し
た
。

　

考
察
に
あ
た
っ
て
は
、
古
典
観
、
興
味
・
関
心
・
問
題
意
識
の
喚
起
、

学
習
材
の
開
発
・
編
成
、
主
体
的
学
習
の
保
証
、
付
け
る
べ
き
読
む
力
の

措
定
、
協
働
的
学
習
、
創
造
的
読
み
と
批
評
、
学
習
者
に
よ
る
批
評
を
と

お
し
た
内
化
等
に
留
意
し
）
2

（
注た
。
ま
た
、
史
的
展
開
の
考
察
に
お
い
て
は
、

便
宜
的
に
、
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
と
そ
の
特
徴
に
基
づ
き
、
経
験
主
義

か
ら
能
力
主
義
へ
―
学
習
指
導
の
模
索
（
一
九
四
五
―
一
九
六
九
年
）、

能
力
主
義
学
習
指
導
の
展
開
（
一
九
七
〇
―
一
九
七
七
年
）、
言
語
活
動

主
義
に
基
づ
く
学
習
指
導
の
始
発
（
一
九
七
八
―
一
九
八
八
年
）、
言
語

活
動
主
義
に
基
づ
く
学
習
指
導
の
展
開
（
一
九
八
九
―
一
九
九
八
年
）
に

分
け
て
把
握
し
よ
う
と
試
み
た
。

一　

経
験
主
義
か
ら
能
力
主
義
へ
―
学
習
指
導
の
模
索

1　

実
践
状
況
と
背
景

　

戦
後
、一
九
五
一
年
に
「
中
学
校
・
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
（
試
案
）」

が
告
知
さ
れ
、
経
験
主
義
に
基
づ
く
古
典
教
育
が
模
索
さ
れ
た
。
し
か
し
、

そ
れ
は
長
く
続
か
ず
、
新
教
育
へ
の
批
判
を
背
景
に
一
九
五
五
年
に
改
訂

さ
れ
、
能
力
主
義
の
方
向
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
一
九
六
〇
年
の
改
訂
で
は
、

能
力
主
義
に
基
づ
き
古
典
の
目
標
と
指
導
事
項
が
詳
し
く
な
り
、
古
典
教

育
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
。
こ
の
時
期
、『
伊
勢
物
語
』
の
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実
践
論
考
は
、
き
わ
め
て
少
な
く
、
一
九
六
一
年
に
広
瀬
節
夫
の
「
筒
井

筒
」（
二
三
段
）
を
教
材
と
す
る
実
践
論
文
が
見
出
さ
れ
た
の
み
で
あ
る
。

2　
『
伊
勢
物
語
』
学
習
指
導
の
実
際
―
広
瀬
節
夫
の
場
合

　

⑴　

古
典
教
育
観

　

広
瀬
節
夫
は
、
古
文
を
面
白
く
な
い
と
い
う
学
習
者
に
、
古
文
に
あ
っ

て
も
、
人
間
や
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
の
を
見

て
取
る
。
古
文
を
文
学
と
し
て
取
り
扱
う
以
上
、
人
間
と
生
き
方
に
つ
い

て
考
え
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
学
習
者
に
応
え
る
「
文

学
教
育
」
に
高
め
る
方
法
に
課
題
が
あ
る
と
し
）
3

（
注た
。

　

⑵　

教
材
観

　

教
科
書
は
、
金
田
一
京
助
・
佐
伯
梅
友
監
修
『
高
等
古
文
』（
三
省
堂
）

を
用
い
た
。『
伊
勢
物
語
』
は
、
和
歌
を
中
心
に
物
語
世
界
が
叙
情
性
豊

か
に
構
成
さ
れ
、「
男
女
の
間
の
喜
び
や
悲
し
み
や
、
あ
わ
れ
や
苦
し
み

の
種
々
相
が
、
深
い
愛
情
の
世
界
の
姿
と
し
て
美
し
く
描
」
か
れ
て
い
る

と
し
）
4

（
注た
。「
筒
井
筒
」
の
主
題
は
、「
ほ
か
の
女
に
心
を
動
か
し
た
男
が
、

妻
の
変
わ
ら
ぬ
心
に
目
ざ
め
さ
せ
ら
れ
て
、
再
び
も
と
に
帰
る
と
い
う
、

一
つ
の
試
練
を
越
え
て
添
い
と
げ
る
男
女
の
純
）
5

（
注愛
」
と
し
て
い
る
。

　

⑶　

対
象
・
時
期

　

対
象
―
学
年
不
詳
。
実
施
時
期
―
一
九
六
〇
年
七
月
一
日
―
六
日
（
三

時
間
）。

　

⑷　

指
導
目
標

　

目
標
は
、以
下
の
三
点
で
あ
る
。①
歌
物
語
と
い
う
独
特
の
形
式
を
も
っ

て
形
象
さ
れ
た
、
平
安
時
代
の
人
々
の
姿
を
読
み
取
る
。
②
叙
情
的
な
美

し
さ
に
加
え
、
登
場
人
物
が
、
平
安
時
代
の
人
々
の
心
か
ら
、
の
っ
ぴ
き

な
ら
な
い
も
の
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
こ
と
に
気
づ
か
せ
る
。
③
表
現
の

特
色
、
特
に
係
り
結
び
の
持
つ
ニ
ュ
ア
ン
ス
や
、
助
詞
の
性
格
を
学
び
、

読
み
を
深
め
る
よ
う
に
す
る
。
②
に
つ
い
て
は
、「『
筒
井
筒
』
の
古
代
的

な
愛
の
歴
史
は
、
古
代
社
会
の
し
く
み
の
中
で
は
、
避
け
が
た
く
存
在
し

た
、
人
間
の
真
実
の
姿
で
あ
っ
た
。」
と
し
、「
人
々
の
心
と
文
学
、
文
学

と
社
会
と
の
関
係
に
意
識
を
向
け
て
い
く
の
も
た
い
せ

）
6

（
注つ
」
と
説
明
し
て

い
る
。
こ
こ
に
は
、
歴
史
社
会
学
派
の
影
響
が
窺
え
る
。

　

⑸　

学
習
指
導
の
留
意
点

　

留
意
点
が
、
①
主
要
な
語
句
に
絞
り
文
中
で
の
働
き
を
説
明
、
②
「
問

題
学
習
」
プ
リ
ン
ト
を
事
前
に
配
布
、
③
歌
物
語
の
性
格
へ
の
着
目
、

④
作
品
の
背
景
と
し
て
の
当
時
の
男
女
の
生
活
の
相
違
の
理
解
、
⑤
感
想

の
自
由
な
発
言
、
⑥
感
想
文
を
基
に
読
み
を
深
め
る
、
と
六
点
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
①
②
⑤
に
は
増
淵
恒
吉
の
指
導
法
の
影
響
が
窺
え
る
。
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⑹　

学
習
指
導
の
展
開

　

学
習
指
導
の
展
開
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

指
導
目
標

指
導
の
実
際

1

⑴
読
み
に
よ
る
あ

ら
す
じ
の
理
解
。

⑵
叙
述
の
分
解
に

よ
る
内
容
理
解
。

①
朗
読
の
仕
方
―
歴
史
的
仮
名
遣
い
、
古
文
特
有
の
読
み

の
正
し
い
把
握
（
前
栽
）。
②
あ
ら
す
じ
の
把
握
―
黙
読
に

よ
る
あ
ら
す
じ
把
握
と
段
落
分
け
（
三
段
）。

①
第
1
段
落
の
把
握
―
Ａ
主
要
人
物
・
Ｂ
時
・
Ｃ
所
・
Ｄ

境
遇
・
Ｅ
事
件
の
展
開
・
Ｆ
言
葉
の
持
つ
意
味
の
検
討
の

6
点
を
考
え
る
手
が
か
り
と
し
て
内
容
理
解
。
②
第
2
段

落
の
把
握
―
6
点
の
手
が
か
り
か
ら
内
容
理
解
。

2
（
前
時
の
続
き
）

⑶
主
題
の
追
求
に

よ
る
内
容
理
解
。

③
第
3
段
落
の
把
握
―
6
点
の
手
が
か
り
か
ら
内
容
理
解
。

①
3
人
の
人
物
に
つ
い
て
感
想
を
話
し
合
う
。
②
妻
が
い

な
が
ら
新
し
い
妻
を
持
っ
た
男
が
、
元
の
妻
の
所
に
帰
る

動
機
・
原
因
を
話
し
合
う
。
③
『
大
和
物
語
』
の
読
解
と

感
想
文
。

3

⑷
『
伊
勢
物
語
』

の
特
質
の
理
解
。
①
『
伊
勢
物
語
』
の
文
学
性
把
握
―
生
徒
の
『
大
和
物
語
』

（
一
四
九
段
）
と
の
比
較
の
文
章
提
示
。
語
法
・
文
体
の
特

色
把
握
。
②
『
伊
勢
物
語
』
の
文
学
史
上
の
位
置
の
理
解
。

ま
と
め

『
伊
勢
物
語
』
の
授
業
の
感
想
文
を
家
庭
で
書
い
て
提
出
。

（
広
瀬
節
夫
「『
伊
勢
物
語
』
の
学
習
指
導
」『
国
語
教
育
研
究
』
三
号　

一
九
六
一
年
四

月　

広
島
大
学
教
育
学
部
光
葉
会　

一
六
―
二
二
頁　

参
照
）

　

指
導
計
画
の
「
主
題
の
追
求
に
よ
る
内
容
理
解
」（
2
の
⑶
）
に
お
い

て
は
、
ア　

こ
の
男
を
ど
う
思
う
か
、
イ　

そ
の
男
に
い
い
所
は
な
い
か
、

ウ　

男
が
元
の
妻
の
所
に
戻
っ
た
理
由
は
何
か
、エ　
「
元
の
妻
」
と
「
高

安
の
女
」
と
を
比
べ
て
み
よ
、
オ　

な
ぜ
最
後
に
高
安
の
女
の
こ
と
を
描

い
た
の
か
、
カ　

結
局
、
こ
の
作
品
が
書
こ
う
と
し
た
も
の
は
何
か
、
と

い
う
問
い
に
よ
っ
て
理
解
を
深
め
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
問
い
か
け
に
対

す
る
学
習
者
の
反
応
も
記
さ
れ
て
い
る
。「
ア
」
に
つ
い
て
は
、「
互
い
に

思
い
あ
っ
て
一
し
ょ
に
な
っ
た
と
い
う
だ
け
に
男
の
不
誠
実
さ
が
強
く
表

現
さ
れ
、
リ
ア
ル
な
と
こ
ろ
が
あ

）
7

（
注る
。」
な
ど
と
、
学
習
者
の
発
表
が
記

さ
れ
て
い
る
。「
カ
」
の
主
題
に
つ
い
て
は
、「
一
つ
の
試
練
を
へ
て
、
そ

い
と
げ
ら
れ
る
男
女
、
と
く
に
女
の
純
情
（
純
愛
）
を
え
が
い
た
」
と
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

⑺　

学
習
者
の
理
解
―
「
筒
井
筒
」
と
『
大
和
物
語
』
の
比
較

　

次
の
よ
う
な
感
想
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
一
人
の
女
生
徒
は
、「
伊

勢
物
語
が
短
文
で
人
間
の
心
理
を
描
い
て
あ
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
大
和

物
語
は
、
長
文
で
情
景
が
描
か
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
女
の
純
情
さ
に
つ

い
て
も
、
伊
勢
物
語
で
は
、『
風
吹
け
ば
・
・
・
・
』
の
歌
だ
け
で
表
し

て
い
る
が
、
大
和
物
語
で
は
、
そ
れ
に
加
え
て
、『
か
な
ま
り
に
水
を
入

れ
て
・
・
・
・
』
と
あ
る
が
、
あ
ま
り
効
果
的
で
は
な
く
、
短
文
で
は
あ

る
が
伊
勢
物
語
の
方
が
、
何
か
感
動
的
で
あ

）
8

（
注る
。」
と
述
べ
て
い
る
。『
大

和
物
語
』
は
冗
長
的
に
事
件
の
展
開
が
描
か
れ
、『
伊
勢
物
語
』
は
、
簡

潔
な
文
で
心
理
描
写
を
行
い
、
歌
物
語
と
し
て
の
性
格
が
顕
著
で
あ
っ
て
、

和
歌
に
よ
っ
て
「
女
の
純
情
」
を
表
現
し
て
感
動
的
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
。
比
較
読
み
を
通
し
て
『
伊
勢
物
語
』
二
三
段
の
特
色
と
主
題
が
と
ら

え
ら
れ
て
い
る
。

3　

成
果
と
課
題

　
「
問
題
学
習
」、
比
べ
読
み
、
話
し
合
い
を
と
お
し
て
、
学
習
者
は
、『
伊

勢
物
語
』
の
歌
物
語
と
し
て
の
特
色
を
と
ら
え
る
と
と
も
に
、
登
場
人
物

の
心
情
を
把
握
し
、
主
題
と
し
て
の
「
女
の
純
情
」
を
理
解
す
る
に
至
っ

て
い
る
。
男
に
つ
い
て
は
批
判
的
な
感
想
も
見
え
、
現
代
社
会
に
お
け
る

男
女
の
愛
に
つ
い
て
も
考
え
を
広
げ
て
い
る
。
一
方
、
歌
物
語
と
登
場
人
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物
が
抜
き
差
し
な
ら
な
い
時
代
性
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
と
い
う
文
学
と
社

会
と
の
関
係
の
理
解
と
い
う
目
標
に
は
到
達
し
て
い
な
い
。
広
瀬
節
夫
は
、

二
三
段
の
主
題
を
「
男
女
の
純
愛
」
と
し
、
学
習
者
も
そ
の
よ
う
に
読
ん

で
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
読
み
へ
の
疑
問
も
残
る
。

　

実
践
方
法
の
成
果
は
、
次
の
点
に
見
え
る
。
①
「
問
題
学
習
」、
②
問

い
を
軸
に
し
た
求
心
的
な
追
求
、
③
読
み
の
深
化
の
た
め
の
感
想
文
の
利

用
、
④
比
較
読
み
に
よ
っ
て
学
習
者
の
理
解
を
深
め
て
い
る
。

　

本
実
践
の
課
題
は
、
学
習
者
の
主
体
的
学
習
を
求
め
て
は
い
る
が
、
な

お
授
業
者
主
導
に
な
っ
て
い
る
点
、
内
容
の
理
解
が
中
心
で
あ
り
、
育
成

す
べ
き
学
力
へ
の
配
慮
に
乏
し
い
点
に
あ
ろ
う
。

二　

能
力
主
義
学
習
指
導
の
展
開

1　

実
践
状
況
と
背
景

　

一
九
七
〇
年
代
に
入
る
と
高
校
進
学
率
は
九
〇
％
を
超
え
、
落
ち
こ
ぼ

れ
が
問
題
に
な
っ
た
。
能
力
主
義
は
限
界
が
意
識
さ
れ
、
転
換
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
時
期
に
は
、
環
境
破
壊
、
人
間
疎
外
、
主
体

喪
失
な
ど
の
深
刻
な
状
況
を
背
景
と
し
て
学
校
教
育
が
問
い
直
さ
れ
た
。

古
典
教
育
に
お
い
て
も
、
人
間
を
追
求
し
、
人
間
性
に
触
れ
る
教
育
が
模

索
さ
れ
、
古
典
教
育
実
践
は
、
活
性
化
し
、
多
様
性
を
増
し
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
作
品
別
に
見
れ
ば
、
こ
の
時
期
の
『
伊
勢
物
語
』
の
実
践
報
告

は
、
乏
し
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

こ
の
時
期
に
は
、
平
野
和
一
「『
古
典
甲
』
の
一
つ
の
扱
い　

伊
勢
物

語
『
筒
井
筒
』
の
指
導
」（『
研
究
紀
要
』
一
一
集　

一
九
七
三
年
四
月　

東
京
都
高
等
学
校
国
語
教
育
研
究
会
）、
細
谷
藤
策
「『
伊
勢
物
語
』〈
筒

井
筒
〉
教
材
の
扱
い
方
と
実
践
授
業
の
展
開
」（
宮
崎
健
三
・
野
地
潤
家
・

石
井
茂
編
著
『
古
典
の
教
え
方　

物
語
・
小
説
編
』
一
九
七
二
年
五
月　

右
文
書
院
）、
世
羅
博
昭
「『
伊
勢
物
語
』
の
学
習
指
導
―
古
典
を
意
欲
的

に
か
つ
楽
し
く
読
む
こ
と
を
め
ざ
し
て
―
」（『
年
報
』
二
〇
号　

一
九
七
九
年
四
月　

広
島
県
高
等
学
校
教
育
研
究
会
国
語
部
会　

実
践
は

一
九
七
七
年
）
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

平
野
和
一
は
、商
業
高
校
に
お
い
て
「
古
典
甲
」
で
行
っ
た
「
東
下
り
」・

「
筒
井
筒
」
の
授
業
の
内
、
後
者
の
研
究
授
業
の
報
告
を
し
て
い

）
9

（
注る
。
楽

し
く
親
し
め
る
古
典
の
授
業
を
求
め
、
現
代
語
訳
を
添
え
た
テ
キ
ス
ト
を

用
い
た
。「
筒
井
筒
」
の
主
題
は
、
幼
な
じ
み
の
愛
と
女
の
純
情
と
し
て

い
る
。
指
導
目
標
と
し
て
、
正
し
く
読
解
し
、
鑑
賞
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

古
典
に
親
し
む
態
度
を
養
う
と
と
も
に
、
読
解
の
基
礎
的
能
力
を
身
に
つ

け
さ
せ
る
こ
と
が
設
定
さ
れ
、
能
力
主
義
の
影
響
が
窺
え
る
。
授
業
は
一

斉
形
態
で
、
口
語
訳
し
、
そ
の
後
、
次
の
点
を
取
り
あ
げ
た
。
す
な
わ
ち
、

ア　

男
が
高
安
に
行
か
な
く
な
っ
た
理
由
、
イ　

反
省
し
た
男
の
心
を
端

的
に
表
し
た
一
語
、
ウ　

古
く
か
ら
人
々
に
親
し
ま
れ
た
理
由
、
エ　
「
筒

井
筒
」
で
語
ら
れ
て
い
る
愛
に
関
す
る
感
想
を
尋
ね
、
理
解
と
鑑
賞
を
深

め
る
指
導
を
行
っ
た
。

　

細
谷
藤
策
は
、
学
習
者
の
実
態
を
、
古
典
の
学
習
に
疑
問
を
抱
き
、「
古

典
に
対
す
る
根
強
い
拒
絶
が
あ
る
」
と
捉
え
て
い
る
。
そ
の
改
善
の
た
め

に
は
「
古
典
の
世
界
が
現
代
と
陸
続
き
で
」、
生
徒
が
「
踏
み
込
ん
で
行

く
こ
と
が
で
き
、
自
分
の
目
で
見
、
自
分
の
体
で
知
り
得
る
も
）
10

（
注の
」
と
い

う
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
音
読
に
よ
る
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体
で
知
る
学
習
と
、
解
釈
後
自
由
に
感
想
・
意
見
を
言
わ
せ
る
こ
と
と
の

二
点
を
求
め
た
。
授
業
は
一
年
生
を
対
象
に
三
時
間
を
か
け
て
行
わ
れ
、

読
解
と
『
伊
勢
物
語
』
の
解
説
と
を
行
っ
た
後
、
三
時
間
目
に
段
落
設
定

と
章
段
の
成
立
、
各
段
に
対
す
る
自
由
な
感
想
・
意
見
の
発
表
と
話
し
合

い
を
通
し
て
、
主
題
を
追
求
し
よ
う
と
し
た
。
発
問
応
答
の
ほ
ぼ
全
て
と

板
書
の
一
部
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
話
し
合
い
は
、
求
心
的
な
追
求

が
な
さ
れ
ず
、
総
じ
て
有
効
に
機
能
し
た
と
は
言
い
が
た
い
。

2　
『
伊
勢
物
語
』
学
習
指
導
の
実
際
―
世
羅
博
昭
の
場
合
―

　

⑴　

古
典
教
育
観

　

読
む
意
欲
を
高
め
、
楽
し
さ
を
実
感
さ
せ
る
授
業
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
、
表
現
を
ふ
ま
え
な
が
ら
も
、
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
ま
で

想
像
す
る
読
み
方
を
求
め
た
。
ま
た
、
一
つ
の
テ
ー
マ
の
も
と
で
一
貫
し

た
学
習
を
組
織
化
し
て
い
く
方
法
が
学
習
者
の
意
欲
を
持
続
し
や
す
く
、

学
習
効
果
を
上
げ
る
と
考
え
、
教
材
の
開
発
・
編
成
を
行
っ
た
。
学
習
者

の
主
体
的
で
効
果
的
な
学
習
の
た
め
の
「
学
習
の
手
引
き
」、
傍
注
資
料

の
作
成
も
試
み
て
い
る
。

　

⑵　

古
典
教
材
の
開
発
・
編
成

　

テ
ー
マ
に
基
づ
き
、「
愛
」
の
観
点
か
ら
、
異
性
・
肉
親
・
主
従
の
間

の
愛
の
姿
に
関
す
る
章
段
が
編
成
さ
れ
た
。「
異
性
間
の
愛
の
姿
」
は
、

初
恋
（
一
段
）・
片
思
い
（
四
五
段
）・
激
し
き
恋
（
六
段
）・
三
角
関
係

（
二
三
・
二
四
段
）
か
ら
な
っ
て
い
た
。

　

⑶　

対
象
・
時
期

　

高
等
学
校
一
年
生
、
一
九
七
六
年
二
学
期
（
九
月
〜
一
一
月
上
旬
）
に
、

一
六
時
間
を
か
け
て
実
施
さ
れ
た
。

　

⑷　

指
導
目
標

　

①
古
典
読
解
の
基
礎
を
確
実
に
身
に
つ
け
さ
せ
る
。
②
「
学
習
の
手
引

き
」
を
活
用
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
習
法
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
。
③

登
場
人
物
の
生
活
と
心
情
を
読
み
取
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
運
命
に
翻

弄
さ
れ
る
愛
と
哀
し
み
を
と
ら
え
さ
せ
る
。
④
想
像
）
11

（
注力
を
生
か
し
て
読
む

こ
と
に
よ
っ
て
、
古
典
を
読
む
こ
と
の
楽
し
さ
を
味
わ
わ
せ
る
。
以
上
四

点
の
目
標
は
、
技
能
目
標
―
①
②
、
価
値
目
標
―
③
、
態
度
目
標
―
④
に

分
け
ら
れ
る
。

　

⑸　

指
導
の
実
際

　

報
告
は
、「
異
性
間
に
お
け
る
愛
の
姿
」
を
中
心
に
な
さ
れ
て
い
る
。

　

導
入
で
は
、『
伊
勢
物
語
』
の
紹
介
、
学
習
テ
ー
マ
の
設
定
と
授
業
構

想
の
紹
介
を
行
い
『
伊
勢
物
語
』
学
習
の
全
体
像
を
と
ら
え
さ
せ
て
い
る
。

　

展
開
で
は
、
ま
ず
、「
初
恋
」・「
片
思
い
」・「
激
し
き
恋
」
の
読
み
が

行
わ
れ
た
。『
伊
勢
物
語
』
の
世
界
に
な
じ
ま
せ
る
こ
と
を
目
指
し
、「
基

本
的
指
導
過
程
」
と
し
て
、
一
斉
指
導
で
、
音
読
・
範
読
↓
大
体
の
内
容

把
握
（
時
・
場
所
・
登
場
人
物
）
↓
段
落
ご
と
に
精
読
↓
ま
と
め
と
進
め

て
い
る
。
次
に
、「
三
角
関
係
」（
二
三
段
）
で
は
、
発
展
段
階
と
し
て
文

章
を
深
く
読
み
味
わ
う
こ
と
を
目
指
し
た
。「
基
本
的
指
導
過
程
」
を
踏

ん
だ
後
、
班
別
学
習
で
「
筒
井
筒
」
で
は
、「
二
人
の
女
に
対
し
て
ど
の
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よ
う
に
感
じ
た
か
。」「
男
を
ど
の
よ
う
に
思
う
か
。」
の
二
点
を
話
し
合

わ
せ
て
い
る
。

　
「
三
角
関
係
」（
二
四
段
）
に
つ
い
て
は
、
三
時
間
を
か
け
て
、
次
の
よ

う
に
授
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

指
導
事
項

指　
　

導　
　

内　
　

容

《
事
前
学
習
》

　

プ
リ
ン
ト
に

よ
る
学
習

⑴
音
読

⑵
内
容
把
握

⑶
中
心
課
題
の
設

定
⑷
課
題
解
決

⑸
主
題
の
追
求

⑹
現
代
の
例

《
発
展
学
習
》

⓪
「
あ
れ
こ
れ
疑
問
を
も
っ
た
り
、
想
像
し
た
り
し
て
読
む
」

と
い
う
「
学
習
の
手
引
き
」
一
枚
配
布
。「
学
習
の
手
引
き
」

の
中
の
問
に
対
す
る
解
答
提
出
。

①
学
習
者
に
読
ま
せ
た
後
、
教
師
の
範
読
。

②
時
・
場
所
・
登
場
人
物
の
整
理
、
あ
ら
す
じ
紹
介
。

③
も
と
の
夫
を
拒
絶
し
た
女
が
後
を
追
い
か
け
た
心
理
変
化
を

明
ら
か
に
す
る
。

④
「
学
習
の
手
引
き
」
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
解
答
で
プ
リ
ン

ト
を
作
成
し
、
そ
れ
を
基
に
討
議
。

　
　

ア　

夫
が
宮
仕
え
に
出
た
理
由
、
イ　

三
年
間
の
夫
と
女

の
生
活
と
心
情
を
想
像
、
ウ　

も
と
の
夫
を
拒
絶
し
た
女
が

後
を
追
い
か
け
た
心
情
を
ポ
イ
ン
ト
と
し
た
。

⑤
生
活
の
貧
し
さ
ゆ
え
に
起
こ
っ
た
男
女
の
愛
の
悲
劇
（
運
命

に
翻
弄
さ
れ
る
愛
の
哀
し
み
）
に
つ
い
て
考
え
る
。

⑥
現
代
に
つ
な
が
る
例
を
考
え
る
。
戦
争
未
亡
人
の
話
、
出
稼

ぎ
農
民
の
話
。

自
由
課
題
―
「
梓
弓
」
を
基
に
、
夫
の
立
場
、
女
の
立
場
か
ら

物
語
を
創
作
。

（
世
羅
博
昭
「『
伊
勢
物
語
』
の
学
習
指
導
―
古
典
を
意
欲
的
に
か
つ
楽
し
く
読
む
こ
と

を
め
ざ
し
て
―
」『
年
報
』
二
〇
号　

一
九
七
九
年
四
月　

広
島
県
高
等
学
校
教
育
研
究

会
国
語
部
会　

実
践
は
一
九
七
七
年　

七
五
―
七
八
頁
参
照
）

　
「
筒
井
筒
」
の
実
践
で
用
い
ら
れ
た
「
学
習
の
手
引
き
」
に
つ
い
て
は
、

傍
注
方
式
で
、
読
み
の
着
眼
点
や
方
法
、
す
な
わ
ち
、
文
法
、
文
脈
理
解
、

書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
の
想
像
、
登
場
人
物
の
心
情
把
握
、
主
題
の
追
求

な
ど
に
つ
い
て
、
読
め
ば
自
然
に
身
に
つ
く
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

　

⑹　

学
習
者
の
学
習
実
態

　

学
習
者
の
実
態
と
し
て
、「
梓
弓
」
の
手
引
き
の
解
答
例
、
も
と
の
夫

と
女
の
立
場
か
ら
の
物
語
創
作
例
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
前
者
の
内
、
女

が
も
と
の
夫
の
後
を
追
い
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、「
㋒

自
分
は
今
新
し
い
夫
と
一
緒
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
前
の
夫
は
自
分
の
こ

と
よ
り
も
私
（
妻
）
の
こ
と
を
思
っ
て
く
れ
た
の
が
悲
し
い
。」「
㋔
も
と

の
男
が
あ
っ
さ
り
身
を
ひ
い
た
こ
と
が
悲
し
く
、
も
と
の
男
が
い
と
し
い

と
思
っ
て
追
い
か
け
た
。」
な
ど
が
提
出
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
解
答

を
基
に
、「（
女
は
も
と
の
夫
の
―
渡
辺
注
）
思
い
や
り
・
純
愛
に
心
を
激

し
く
揺
す
ぶ
ら
れ
て
、自
分
の
本
心
を
歌
に
す
る
。
女
は
、（
中
略
―
渡
辺
）

後
ろ
め
た
さ
を
心
の
底
に
持
ち
な
が
ら
、
自
分
を
こ
の
上
な
く
愛
し
て
く

れ
て
い
た
も
と
の
夫
を
失
う
こ
と
に
対
し
て
た
ま
ら
な
く
悲
し
く
、
か
つ
、

そ
の
夫
が
い
じ
ら
し
く
て
、
感
き
わ
ま
っ
て
後
を
追
い
か
け

）
12

（
注た
。」
と
ま

と
め
て
い
る
。

　

⑺　

本
実
践
の
特
色

　

本
実
践
は
、
一
つ
の
テ
ー
マ
で
一
貫
し
た
学
習
を
組
織
化
す
る
「
主
題

単
元
学
習
」
や
「
学
習
の
手
引
き
」（「
傍
注
資
料
」
に
も
な
っ
て
い
る
―

渡
辺
注
）
に
大
村
は
ま
の
影
響
が
窺
え
る
。
本
実
践
の
特
色
は
、
次
の
点

に
あ
る
と
考
え
る
。
①
「
学
習
の
手
引
き
」
の
開
発
。
②
主
題
を
基
に
組

織
化
さ
れ
た
学
習
指
導
。
主
題
に
よ
っ
て
教
材
の
開
発
・
編
成
が
な
さ
れ
、

学
習
者
の
意
欲
を
引
き
出
し
持
続
さ
せ
、
追
求
を
求
心
的
に
す
る
働
き
が

見
え
る
。
③
一
斉
指
導
（「
初
恋
」・「
片
思
い
」・「
激
し
き
恋
」）
↓
グ
ル
ー

プ
学
習
に
よ
る
三
角
関
係
「
筒
井
筒
」
↓
「
学
習
の
手
引
き
」
に
よ
る
三
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角
関
係
「
梓
弓
」
と
、
指
導
内
容
・
形
態
を
段
階
化
し
、
学
習
を
深
化
さ

せ
た
。
④
理
解
と
表
現
を
関
連
さ
せ
た
指
導
。
⑤
物
語
創
作
に
よ
っ
て
、

登
場
人
物
の
心
情
を
豊
か
に
想
像
さ
せ
る
こ
と
と
、
感
得
さ
せ
る
こ
と
が

試
み
ら
れ
た
。
今
後
は
、
段
階
的
な
深
化
を
目
指
す
学
習
指
導
過
程
の
構

築
と
付
け
る
べ
き
学
力
を
見
通
す
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

3　

成
果
と
課
題

　

①
『
伊
勢
物
語
』
の
主
題
は
、
教
材
と
す
る
章
段
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
愛
、
愛
と
純
情
、
愛
の
哀
し
み
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。

「
み
や
び
」
と
す
る
把
握
は
見
ら
れ
な
い
。
②
広
瀬
節
夫
実
践
に
関
わ
る
、

読
み
を
深
め
る
た
め
の
、
発
問
（
平
野
和
一
実
践
）・
課
題
（
世
羅
博
昭

実
践
）
を
学
習
者
に
与
え
、
求
心
的
に
追
求
さ
せ
効
果
を
上
げ
た
。
一
方
、

学
習
者
自
ら
課
題
を
と
ら
え
る
力
を
養
う
必
要
も
あ
る
。
③
世
羅
博
昭
実

践
で
は
、
一
つ
の
テ
ー
マ
「
さ
ま
ざ
ま
な
愛
を
求
め
て
」
の
も
と
で
一
貫

し
た
学
習
を
組
織
化
す
る
方
法
（
主
題
単
元
学
）
13

（
注習
）
が
用
い
ら
れ
効
果
を

上
げ
て
い
る
。
④
ま
た
読
み
の
方
法
、着
眼
点
を
自
然
に
習
得
さ
せ
理
解
・

鑑
賞
を
深
め
る
こ
と
に
資
す
る
「
学
習
の
手
引
き
」
が
開
発
さ
れ
た
。

⑤
段
階
的
・
発
展
的
な
指
導
過
程
が
採
ら
れ
て
い
る
。
⑥
広
瀬
節
夫
実
践

に
見
ら
れ
た
、
理
解
と
表
現
の
関
連
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
。
⑦
全
体
と

し
て
付
け
る
べ
き
古
典
を
読
む
力
を
ど
う
と
ら
え
る
か
は
課
題
で
あ
る
。

三　

言
語
活
動
主
義
に
基
づ
く
学
習
指
導
の
始
発

1　

実
践
状
況
と
背
景

　

こ
の
時
期
は
、
若
者
に
三
無
主
義
が
現
れ
る
一
方
、
校
内
暴
力
、
不
登

校
、
い
じ
め
問
題
が
生
じ
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

状
況
を
背
景
に
、
一
九
七
八
年
の
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
は
、
ゆ
と
り
と

充
実
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
教
科
の
領
域
構
造
も
表
現
・
理
解
・
言

語
事
項
の
二
領
域
一
事
項
と
な
っ
た
。
こ
の
改
訂
に
よ
っ
て
、古
典
は「
国

語
Ⅰ
・
Ⅱ
」
に
統
合
さ
れ
、
選
択
科
目
と
し
て
は
「
古
典
」
の
み
に
削
減

さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
こ
に
来
て
、
古
典
教
育
に
お
い
て
、
新
た
な
方
向

が
模
索
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
の
『
伊
勢
物
語
』
の
実
践
報
告
も
乏
し
い
。

　

実
践
論
文
に
は
、
伊
東
武
雄
「
古
典
学
習
指
導
の
反
省
と
課
題
―
伊
勢

物
語
二
三
・
二
四
段
の
受
容
の
実
態
を
中
心
に
―
」（『
国
語
教
育
研
究
』

二
九
号　

広
島
大
学
教
育
学
部
光
葉
会　

一
九
八
五
年
六
月
）、
森
本
真

幸「
高
校
生
の
性
意
識
と『
伊
勢
物
語
』」（『
早
稲
田
大
学
国
語
教
育
研
究
』

五
集　

一
九
八
五
年
六
月　

早
稲
田
大
学
国
語
教
育
学
会
）
が
あ
る
。

　

森
本
真
幸
は
、
三
年
生
に
、
純
愛
や
身
分
を
超
え
た
愛
、
タ
ブ
ー
を
こ

え
る
愛
な
ど
多
様
な
愛
を
考
え
さ
せ
る
諸
段
を
教
材
と
し
て
、
学
習
者
に

男
女
の
愛
を
考
え
よ
う
と
呼
び
か
け
て
実
践
を
展
開
し
た
。
読
解
し
、
内

容
・
表
現
を
理
解
し
た
後
に
感
想
を
書
か
せ
、
優
れ
た
感
想
は
プ
リ
ン
ト

し
て
配
布
し
、
そ
れ
を
手
が
か
り
に
考
え
さ
せ
て
い
る
。
学
習
者
は
、
現

代
に
見
ら
れ
な
い
純
粋
で
激
し
い
愛
情
の
表
白
と
し
て
『
伊
勢
物
語
』
を

文
学
と
し
て
新
鮮
に
読
ん
だ
と
し
て
い
る
。
こ
の
理
由
は
、性
を
肉
体
的
・

即
物
的
に
と
ら
え
る
学
習
者
が
、『
伊
勢
物
語
』
を
心
や
愛
情
の
問
題
と

－ 18 －



考
え
、
文
化
的
な
愛
の
表
現
に
ひ
か
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

2　
『
伊
勢
物
語
』
の
学
習
指
導
―
伊
東
武
雄
の
場
合
―

　

⑴　

古
典
教
育
観

　

高
校
生
の
古
典
離
れ
を
考
え
、
興
味
・
関
心
を
重
視
す
る
教
材
編
成
を

求
め
、
読
み
の
方
法
に
関
し
て
は
「
読
解
の
三
段
諧
）
14

（
注法
」
を
適
用
す
る
古

典
教
育
を
求
め
た
。
ま
た
、
感
想
法
・
創
作
法
・
手
紙
法
・
題
名
法
・
作

文
法
・
比
較
法
に
よ
る
読
み
を
行
っ
て
理
解
を
深
め
よ
う
と
し
た
。
生
徒

の
感
想
・
鑑
賞
を
大
切
に
し
、
書
く
機
会
を
多
く
持
た
せ
、
書
く
こ
と
に

よ
り
思
考
を
深
め
理
解
を
確
実
に
す
る
学
習
を
古
典
教
育
に
求
め
た
。

　

⑵　

古
典
教
材
観

　
『
伊
勢
物
語
』
に
つ
い
て
は
、
愛
情
の
書
で
あ
り
、
ま
た
、
愛
情
を
無

視
す
る
藤
原
専
制
政
治
へ
の
批
判
の
書
で
あ
る
と
し
た
。
高
校
生
が
好
き

な
古
典
と
し
て
挙
げ
る
理
由
は
、「
男
女
の
愛
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
愛

の
世
界
が
物
語
ら
れ
て
い
る
」
点
に
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
比
較
読
み
と

し
て
「
筒
井
筒
」
と
「
梓
弓
」
と
を
教
材
と
し
、「
筒
井
筒
」
は
無
償
の

愛
を
、「
梓
弓
」
は
愛
の
悲
劇
を
主
題
と
し
て
把
握
し
て
い
る
。

　

⑶　

対
象
・
時
期

　

対
象
は
一
年
生
二
ク
ラ
ス
、
時
期
は
、
一
九
八
三
年
一
二
月
。

　

⑷　

指
導
目
標

　

指
導
目
標
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
①
『
伊
勢
物
語
』
の
愛
の
世
界
に

ふ
れ
、
そ
の
美
し
さ
を
理
解
す
る
。
②
男
女
の
愛
の
世
界
に
つ
い
て
の
思

い
を
深
め
、
人
間
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
る
。
③
古
文
原
文
の
微
妙
な

ニ
ュ
ア
ン
ス
を
味
読
す
る
。
④
古
語
へ
の
関
心
・
理
解
を
深
め
る
。

　

⑸　

指
導
の
実
際

　

学
習
指
導
は
、
次
の
通
り
に
展
開
し
た
。

指
導
事
項

指　

導　

内　

容

導入

⑴『
伊
勢
物
語
』

に
つ
い
て

①
愛
情
の
書
、
②
愛
情
を
無
視
す
る
藤
原
専
制
政
治
へ
の
批

判
の
書
、
③
歌
物
語
。

展開

⑵
音
読

⑶
読
解
・
解
釈

⑷
構
成

⑸
内
容
の
整
理

①
範
読
、
②
音
読
練
習
、
③
指
名
さ
れ
た
学
習
者
が
前
に
出

て
音
読
。

①
通
釈
↓
②
ノ
ー
ト
へ
の
傍
注
作
業
↓
③
文
法
読
み
↓
④
表

現
読
み
。

「
筒
井
筒
」
―
①
幼
な
じ
み
の
愛
、
②
大
和
の
女
性
―
無
償

の
愛
情
、「
梓
弓
」
①
夫
と
妻
の
別
れ
、
②
夫
の
帰
宅
、
③
妻

の
絶
命
―
妻
の
哀
し
み
。

素
材
読
み
（
人
物
・
時
・
場
所
・
事
件
・
結
果
）
を
中
心
に

整
理
し
、
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
る
。

まとめ

⑹
比
較
読
み

⑺
読
後
の
感
想

⑻
ア
ン
ケ
ー
ト

素
材
読
み
に
よ
り
「
筒
井
筒
」
と
「
梓
弓
」
を
比
較
。
口
語

訳
プ
リ
ン
ト
配
布
。

一
五
〇
字
の
感
想
メ
モ
用
紙
に
自
由
に
書
か
せ
る
。

『
伊
勢
物
語
』
二
三
段
・
二
四
段
を
学
習
し
て
―
ア
ン
ケ
ー

ト
―
①
感
銘
度
、
②
理
解
度
、
③
効
用
、
④
学
習
上
困
っ
た

こ
と
、
⑤
疑
問
点
、
⑥
登
場
人
物
、
⑦
感
想
、
⑧
二
つ
の
段

で
ど
ち
ら
が
よ
か
っ
た
か
。
⑨
も
っ
と
読
ん
で
み
た
い
か
。

（
伊
東
武
雄
「
古
典
学
習
指
導
の
反
省
と
課
題
―
伊
勢
物
語
23
・
24
段
の
受
容
の
実
態
を

中
心
に
―
」（『
国
語
教
育
研
究
』
二
九
号　

広
島
大
学
教
育
学
部
光
葉
会　

一
九
八
五

年
六
月　

一
九
一
・
一
九
二
頁
参
照
）

　
「
筒
井
筒
」
と
「
梓
弓
」
の
比
較
は
、
素
材
読
み
の
方
法
を
用
い
、
学

習
者
と
対
話
し
な
が
ら
、
時
・
所
・
登
場
人
物
・
事
件
・
結
果
を
観
点
と

し
て
行
わ
れ
た
。「
筒
井
筒
」
で
は
妻
の
無
償
の
愛
を
読
み
取
り
、「
梓
弓
」
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で
は
夫
の
大
き
な
愛
と
妻
の
悲
劇
的
な
哀
し
み
を
と
ら
え
て
い
る
。

　

⑹　

学
習
者
の
学
習
実
態

　
「
筒
井
筒
」
と
「
梓
弓
」
を
比
較
し
て
、
学
習
者
の
一
人
は
、「
二
三
段

は
、
最
後
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
に
な
っ
て
良
か
っ
た
。
こ
の
妻
は
、
す
ご
く

え
ら
い
と
思
っ
た
。
い
や
な
顔
せ
ず
に
我
慢
し
て
、
な
か
な
か
で
き
な
い

こ
と
だ
と
思
う
。
／
二
四
段
は
、
こ
の
女
が
す
ご
く
か
わ
い
そ
う
だ
っ
た
。

男
は
、
結
婚
す
る
な
と
言
っ
て
や
れ
ば
良
か
っ
た
の
に
。
で
も
本
当
に
妻

の
こ
と
を
思
っ
て
い
る
ん
だ
な
ぁ
と
思
っ
）
15

（
注た
。」
と
、
自
ら
の
言
葉
で
率

直
な
感
想
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
学
習
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、「
大

変
感
動
し
た
」
と
「
感
動
し
た
」
を
合
わ
せ
る
と
約
八
〇
％
、「
よ
く
理

解
で
き
た
」、「
だ
い
た
い
理
解
で
き
た
」
も
、
八
九
％
に
上
っ
て
い
る
。

学
習
の
成
果
が
認
め
ら
れ
る
結
果
に
な
っ
て
い
よ
う
。

　

⑺　

本
実
践
の
特
色

　

①
学
習
者
の
興
味
・
関
心
を
ひ
く
と
考
え
ら
れ
る
「
筒
井
筒
」「
梓
弓
」

を
教
材
化
し
た
。②
授
業
者
主
導
の
学
習
指
導
で
あ
る
が
、「
素
材
読
み（
場

面
）
↓
文
法
読
み
（
構
成
）
↓
表
現
読
み
（
表
現
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
）」
の
「
読

解
の
三
段
諧
法
」
に
基
づ
い
て
授
業
が
丁
寧
に
展
開
さ
れ
、
学
習
者
の
理

解
が
深
め
ら
れ
た
。
③
ノ
ー
ト
指
導
・
感
想
メ
モ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に

よ
っ
て
学
習
し
た
こ
と
の
言
語
化
や
振
り
返
り
が
な
さ
れ
、
理
解
を
深
め

て
い
る
。
伊
東
武
雄
は
、
本
実
践
後
、「
古
典
鑑
賞
指
導
の
試
み
―
伊
勢

物
語
の
学
習
指
導
の
場
合
―
」（『
安
古
市
高
校
研
究
紀
要
』
一
二
号　

一
九
九
一
年　

広
島
県
立
安
古
市
高
等
学
校
）
で
、
章
段
に
応
じ
て
、
感

想
法
・
創
作
法
（
続
き
物
語
）・
手
紙
法
（
返
歌
を
手
紙
に
変
換
）・
題
名

法
（
各
段
に
題
名
）・
作
文
法
（「
私
の
伊
勢
物
語
）
を
活
用
し
て
理
解
を

深
め
る
学
習
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
古
典
学
習
指
導
の
と
り
く

み
―
伊
勢
物
語　

二
四
段
「
梓
弓
」
の
場
合
―
」（『
国
語
教
育
研
究
』

一
九
九
四
年
三
月　

広
島
大
学
光
葉
会
）
に
お
い
て
、「
梓
弓
」
の
実
践

と
と
も
に
「
筒
井
筒
」
と
の
比
較
読
み
も
報
告
し
て
い
る
。

3　

成
果
と
課
題

　

①
学
習
者
の
興
味
・
関
心
、
あ
る
い
は
学
習
者
の
内
的
実
態
に
配
慮
し

た
教
材
の
扱
い
、
受
容
の
把
握
が
な
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
を
学
習
指
導
に
生

か
す
こ
と
を
求
め
た
。
②
理
解
と
表
現
を
関
連
さ
せ
、
表
現
に
よ
る
理
解

の
定
着
、
表
現
に
基
づ
く
話
し
合
い
に
よ
る
理
解
の
深
化
を
図
る
指
導
な

ど
が
な
さ
れ
た
。
伊
東
武
雄
は
、
後
に
感
想
法
・
創
作
法
・
手
紙
法
・
題

名
法
・
作
文
法
と
し
て
発
展
的
な
表
現
指
導
を
行
っ
た
。
③
伊
東
武
雄
実

践
に
お
い
て
は
、
読
解
の
三
読
法
に
よ
る
指
導
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
そ
の

検
証
は
ま
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
。
④
伊
東
武
雄
実
践
で
は
、
広
瀬
節
夫
実

践
に
も
用
い
ら
れ
た
比
較
法
が
用
い
ら
れ
効
果
を
収
め
て
い
る
。

四　

言
語
活
動
主
義
に
基
づ
く
学
習
指
導
の
展
開

1　

実
践
状
況
と
背
景

　

こ
の
時
期
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
就
職
氷
河
期
の
時
代
で
あ
る
。
学
習

者
の
意
識
は
人
間
関
係
に
向
か
い
、
い
じ
め
問
題
が
社
会
問
題
と
な
っ
た
。

一
九
八
九
年
の
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
お
い
て
、
古
典
は
、「
国
語
Ⅰ
」・
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「
国
語
Ⅱ
」
に
統
合
さ
れ
る
と
と
も
に
、選
択
科
目
と
し
て
「
古
典
Ⅰ
」・「
古

典
Ⅱ
」・「
古
典
講
読
」
が
新
設
さ
れ
た
。
国
際
理
解
を
深
め
、
我
が
国
の

文
化
と
伝
統
を
尊
重
す
る
態
度
を
育
成
す
る
こ
と
が
古
典
教
育
に
期
待
さ

れ
、
古
典
教
育
の
充
実
が
求
め
ら
れ
た
。『
伊
勢
物
語
』
の
実
践
報
告
も

充
実
し
て
い
っ
た
。
日
本
国
語
教
育
学
会
編
『
月
刊
国
語
教
育
研
究
』

（
一
九
七
六
年
一
二
月
創
刊
）、『
月
刊
国
語
教
育
』（
一
九
八
一
年
六
月
創

刊　

東
京
法
令
社
）
に
中
高
等
学
校
の
実
践
論
考
が
毎
号
掲
載
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
も
背
景
に
あ
る
と
考
え
る
。

　

こ
の
時
期
に
は
、
以
下
の
論
考
が
発
表
さ
れ
た
。
宮
内
健
治
「
劇
化
・

物
語
化
に
発
展
さ
せ
る
古
典
指
導
」（
大
平
浩
哉
編
著
『
高
等
学
校
国
語

科　

新
し
い
授
業
の
工
夫
二
〇
選
〈
第
四
集
〉
表
現
指
導
編
〉』

一
九
八
九
年
四
月　

大
修
館
書
店
）、
宮
下
拓
三
「
定
時
制
に
お
け
る
古

典
授
業
の
試
み
（
上
）・（
下
）
―
伊
勢
物
語
『
梓
弓
』（『
月
刊
国
語
教
育
』　

一
三
―
一
三　

一
九
八
四
年
二
月
・
一
四
―
一　

一
九
八
四
年
三
月　

東

京
法
令
出
版
）、
高
木
巧
「
単
元
『
郷
土
の
文
学
を
楽
し
む
』
―
『
伊
勢

物
語
』
東
下
り
の
旅
の
心
を
読
む
―
」（
日
本
国
語
教
育
学
会
編
『
こ
と

ば
の
学
び
手
を
育
て
る　

国
語
単
元
学
習
の
新
展
開
Ⅵ　

高
等
学
校
編
』

一
九
九
二
年
八
月　

東
洋
館
出
版
）、
江
藤
結
花
「
古
典
に
楽
し
ま
せ
る

学
習
指
導
の
試
み
：『
伊
勢
物
語
』
の
実
践
」（『
国
語
教
育
研
究
』
三
七

号　

一
九
九
四
年
三
月　

広
島
大
学
教
育
学
部
光
葉
会
）、小
桝
雅
典
「
初

め
て
の
古
文
と
の
出
会
い
」（『
国
語
教
育
研
究
』
三
八
号　

一
九
九
五
年

三
月　

同
）、
岩
永
克
子
「
単
元
・
私
た
ち
の
伊
勢
物
語
―
国
語
Ⅰ
の
教

室
よ
り
―
」（『
樟
（
活
水
教
育
研
究
）』
八　

活
水
中
学
・
高
等
学
校　

一
九
九
六
年
三
月
）、
山
本
映
「
想
像
力
を
働
か
せ
て
、
人
物
像
を
イ
メ
ー

ジ
豊
か
に
読
み
取
ら
せ
る
古
典
学
習
指
導
の
こ
こ
ろ
み
―『
シ
ナ
リ
オ
化
』

と
『
く
ら
べ
読
み
』
を
手
が
か
り
と
し
て
―
」（
一
九
九
六
年
三
月　

大

下
学
園
国
語
科
教
育
研
究
会
研
究
紀
要　

三
二　

大
下
学
園
祇
園
高
等
学

校
）、
渡
辺
春
美
「『
伊
勢
物
語
』
学
習
指
導
の
試
み
―
『
み
や
び
の
世
界

を
歩
く
』
の
場
合
―
」（
渡
辺
春
美
『
国
語
科
授
業
活
性
化
の
探
究
Ⅱ
―

古
典
（
古
文
）
教
材
を
中
心
に
―
』（
一
九
九
八
年
八
月　

溪
水
社
）。

　

宮
内
健
治
は
、
理
解
と
表
現
の
領
域
相
互
の
関
連
を
図
る
こ
と
が
指
導

の
効
率
化
と
学
力
の
定
着
に
繋
が
る
と
し
て
、
参
考
作
品
を
例
示
し
た
上

で
、
四
〇
段
を
グ
ル
ー
プ
で
脚
本
化
さ
せ
て
い
る
。
宮
下
拓
三
は
、
定
時

制
高
校
に
お
い
て
、「
梓
弓
」
を
教
材
と
し
て
授
業
を
行
っ
た
。
原
文
の

左
右
に
意
味
・
語
法
と
訳
を
書
か
せ
、
発
問
と
想
像
に
よ
る
作
文
に
よ
っ

て
登
場
人
物
の
心
情
を
と
ら
え
さ
せ
た
。
最
後
に
「
伊
勢
物
語
・
梓
弓
を

読
み
お
わ
っ
て
」
と
題
す
る
作
文
を
課
し
て
い
る
。
全
九
時
間
の
内
三
・

四
時
間
こ
ろ
か
ら
学
習
者
は
集
中
し
、
積
極
的
な
姿
勢
で
取
り
組
ん
だ
こ

と
が
作
文
に
も
見
え
る
。
小
桝
雅
典
は
、
男
の
奪
い
去
る
愛
が
、
恋
愛
感

情
に
敏
感
な
高
校
生
の
心
を
揺
さ
ぶ
る
と
し
て
「
芥
川
」
を
教
材
化
し
た
。

授
業
は
、
学
習
プ
リ
ン
ト
を
用
い
て
、
学
習
者
の
考
え
る
姿
勢
、
本
文
を

読
み
こ
な
そ
う
と
す
る
姿
勢
を
引
き
出
し
て
い
る
。
山
本
映
は
、
世
羅
博

昭
や
江
藤
結
花
の
実
践
に
学
び
、
二
年
生
を
対
象
に
、
登
場
人
物
を
リ
ア

ル
に
イ
メ
ー
ジ
し
、
学
習
者
と
古
典
と
の
豊
か
な
対
話
を
目
標
に
設
定
し

展
開
し
た
。「
梓
弓
」
を
教
材
と
し
て
シ
ナ
リ
オ
化
し
、井
原
西
鶴
の
「
懐

硯
」（「
案
内
し
つ
て
む
か
し
の
寝
所
」）
と
の
比
べ
読
み
を
展
開
し
た
。

　

以
下
は
、
主
題
単
元
学
習
を
方
法
と
し
て
実
践
さ
れ
た
。
高
木
功
は
、

一
年
生
を
対
象
に
、「
峠
・
川
―
旅
の
心
を
読
む
」
を
主
題
と
し
て
授
業
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を
展
開
し
た
。
遠
足
で
訪
れ
た
「
小
夜
の
中
山
」
を
思
い
起
こ
さ
せ
「
川
・

峠
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
作
文
を
書
か
せ
て
導
入
と
し
、
認
識
を
拡
充
さ
せ

る
こ
と
を
求
め
て
「
峠
考
」（
山
本
太
郎
）・「
川
の
ほ
と
り
に
て
」（
東
山

魁
夷
）・「
峠
」（
石
垣
り
ん
）
を
読
ま
せ
て
い
る
。
そ
の
上
で
「
東
下
り
」

に
入
り
、
学
習
者
に
課
題
作
り
を
行
わ
せ
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
図
書

室
に
行
き
個
人
と
グ
ル
ー
プ
の
課
題
を
調
べ
て
資
料
に
ま
と
め
、
発
表
す

る
授
業
を
行
っ
た
。
課
題
の
発
表
を
基
に
中
心
語「
す
ず
ろ
な
り
」「
わ
ぶ
」

を
押
さ
え
て
理
解
を
深
め
た
。
本
主
題
単
元
学
習
は
、
現
代
を
生
き
る
者

の
旅
心
を
古
典
の
世
界
の
旅
心
に
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
時
空
を
超
え
て
「
東

下
り
」
の
旅
心
へ
の
理
解
を
深
め
た
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。
渡
辺
春
美

は
、
高
校
一
年
生
を
対
象
に
、「
み
や
び
の
世
界
を
歩
く
」
を
主
題
と
し
、

人
に
応
じ
て
立
ち
現
れ
る
古
典
の
価
値
に
ま
っ
す
ぐ
に
触
れ
る
授
業
を
求

め
て
展
開
し
た
。
基
本
（
一
斉
）
学
習
で
は
「
初
冠
」・「
筒
井
筒
」
を
教

材
と
し
、
応
用
（
班
別
）
学
習
で
は
「
芥
川
」・「
梓
弓
」・「
む
か
し
の
若

人
」（
四
〇
段
）・「
ゆ
く
蛍
」（
四
五
）・「
身
を
し
る
雨
」（
一
〇
七
）
を

教
材
と
し
、
表
現
と
理
解
を
繋
ぎ
、
調
べ
発
表
す
る
学
習
指
導
を
行
っ
た
。

世
羅
博
昭
の
実
践
に
繋
が
る
実
践
と
言
え
よ
う
。
岩
永
克
子
は
、「
私
た

ち
の
伊
勢
物
語
」
を
テ
ー
マ
に
、
ド
ラ
マ
性
の
高
い
も
の
ば
か
り
計
二
三

段
を
教
材
と
し
、
高
校
一
年
生
女
子
に
二
四
時
間
を
か
け
て
授
業
を
展
開

し
て
い
る
。
全
体
学
習
で
読
み
取
り
カ
ー
ド
に
整
理
す
る
方
法
を
学
習
し
、

そ
の
後
の
個
別
学
習
で
整
理
方
法
を
生
か
し
て
読
解
を
進
め
た
。
次
に
、

テ
ー
マ
を
選
び
、
作
品
や
レ
ポ
ー
ト
に
取
り
組
ま
せ
た
。
テ
ー
マ
は
、
作

品
の
性
格
（
冒
頭
末
尾
を
調
べ
て
考
察
）、
贈
答
関
係
・
人
間
関
係
（
全

て
の
詠
ま
れ
た
歌
か
ら
考
察
）、
和
歌
の
特
徴
（
全
て
の
和
歌
か
ら
修
辞

法
の
考
察
）、
作
中
人
物
へ
の
手
紙
、
翻
案
小
説
、
百
人
一
首
を
材
料
に

歌
物
語
創
作
な
ど
で
あ
っ
た
。
作
品
や
レ
ポ
ー
ト
は
一
冊
に
ま
と
め
、
合

評
会
を
開
い
て
い
る
。
岩
永
克
子
は
、
テ
ス
ト
の
成
績
で
は
表
現
さ
れ
な

い
別
の
学
力
が
見
事
に
表
さ
れ
た
学
習
と
評
し
て
い
る
。

2　
『
伊
勢
物
語
』
の
学
習
指
導
―
江
藤
結
花
の
場
合
―

　

⑴　

古
典
教
育
観

　

担
当
ク
ラ
ス
を
調
査
す
る
と
学
習
者
の
約
八
割
が
古
典
を
嫌
い
と
答
え

た
。
学
習
者
が
読
ん
で
み
た
い
と
思
え
ば
、
詳
し
く
読
む
た
め
に
言
語
的

知
識
を
学
ぶ
意
欲
も
生
じ
る
と
し
、
古
典
の
世
界
に
関
心
を
持
た
せ
、
内

容
の
面
白
さ
に
触
れ
さ
せ
味
わ
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。

　

⑵　

古
典
教
材
観

　

簡
潔
な
文
章
の
中
に
素
朴
で
美
し
い
人
間
の
心
情
が
描
か
れ
た
歌
物
語

で
あ
る
。
具
体
性
・
個
別
性
を
削
ぐ
こ
と
で
人
間
の
内
面
が
強
調
さ
れ
、

強
く
読
み
手
に
迫
り
深
い
感
銘
を
与
え
る
。
学
習
者
に
言
語
的
抵
抗
を
あ

ま
り
感
じ
さ
せ
ず
、
想
像
し
、
読
み
を
創
造
す
る
楽
し
さ
が
味
わ
え
る
と

し
て
い
る
。「
筒
井
筒
」・「
梓
弓
」
の
、
愛
に
生
き
る
女
性
の
姿
は
驚
き

や
感
動
を
与
え
、
人
を
愛
す
る
こ
と
の
意
味
を
考
え
深
め
る
き
っ
か
け
に

な
る
。
ま
た
、
物
語
の
中
の
女
性
達
と
共
通
の
感
情
を
発
見
し
、
時
を
超

え
て
思
い
を
共
有
で
き
る
魅
力
も
あ
る
。『
伊
勢
物
語
』
は
様
々
な
可
能

性
を
含
む
魅
力
あ
る
教
材
で
あ
る
と
し
た
。
単
元
主
題
を
「『
伊
勢
物
語
』

に
描
か
れ
た
愛
の
形
」
と
し
て
授
業
を
展
開
し
て
い
る
。
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⑶　

対
象
・
時
期

　

高
等
学
校
一
年
生
、
一
九
九
一
年
度
（
不
詳
）

　

⑷　

指
導
目
標

　

目
標
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
①
真
実
の
愛
に
生
き
よ
う
と
す
る
人
間

の
姿
を
読
み
取
り
、
自
ら
の
愛
に
対
す
る
思
い
を
深
め
さ
せ
る
。
②
人
物

の
心
情
を
想
像
力
豊
か
に
読
み
と
り
作
品
の
世
界
に
浸
り
、
古
典
を
読
む

楽
し
さ
を
味
わ
わ
せ
る
。

　

⑸　

指
導
の
実
際

　
「『
伊
勢
物
語
』
に
描
か
れ
た
愛
の
形
」
の
学
習
指
導
は
、
四
次
に
分
け

て
、
以
下
の
通
り
に
進
め
ら
れ
た
。

指
導
事
項

指　

導　

内　

容

第
一
次

「
東
下
り
」

旅
の
困
難
さ
と
望
郷
の
思
い
、「
か
き
つ
ば
た
」
の
歌
と
妻
へ
の

思
い
、「
名
に
し
負
は
ば
」
の
歌
と
男
の
切
実
な
思
い
の
把
握
。「
わ

ぶ
」「
も
の
わ
び
し
」
の
理
解
。

第
二
次

「
筒
井
筒
」

『
大
和
物
語
』

（
一
四
九
段
）

と
の
比
べ
読
み

幼
な
じ
み
の
二
人
の
清
純
な
恋
、
一
途
で
献
身
的
な
女
の
愛
を
把

握
し
、
愛
に
関
す
る
思
い
を
深
め
さ
せ
る
。「
風
吹
け
ば
」
の
歌

に
こ
め
ら
れ
た
女
の
思
い
の
理
解
。
男
が
女
の
も
と
に
戻
っ
た
理

由
を
と
ら
え
る
。「
か
な
し
」
の
意
味
理
解
。

男
が
河
内
へ
行
っ
た
理
由
、
女
の
態
度
、
女
の
態
度
へ
の
男
の
思

い
、
河
内
へ
行
か
な
く
な
っ
た
理
由
、
表
現
の
違
い
、
読
者
に
与

え
る
影
響
を
比
較
し
整
理
す
る
。

第
三
次

「
梓
弓
」

歌
に
こ
め
た
心
情
と
歌
を
聞
い
た
二
人
の
思
い
を
想
像
。
真
実
の

愛
に
生
き
よ
う
と
す
る
二
人
の
葛
藤
と
悲
劇
的
な
愛
の
奥
深
さ
を

考
え
る
。
三
年
間
夫
を
待
つ
女
の
心
情
、「
か
な
し
」
の
理
解
。

最
後
の
女
の
歌
に
こ
め
ら
れ
た
気
持
ち
。
悲
劇
の
理
由
。
悲
劇
の

理
由
の
追
求
。

第
四
次

「
レ
ポ
ー
ト
集

制
作
」

合
計
八
課
題
か
ら
選
定
。『
伊
勢
物
語
』
を
と
ら
え
直
す
課
題
、

古
代
に
生
き
る
女
性
の
姿
や
愛
の
形
を
考
え
、
自
ら
の
在
り
方
や

現
代
を
問
い
直
す
課
題
、
愛
に
関
す
る
思
い
の
整
理
、
物
語
化
。

（
江
藤　

結
花
「
古
典
に
楽
し
ま
せ
る
学
習
指
導
の
試
み
：『
伊
勢
物
語
』
の
実
践
」『
国

語
教
育
研
究
』
三
七
号　

一
九
九
四
年
三
月　

広
島
大
学
教
育
学
部
光
葉
会　

二
〇
―

二
四
頁
参
照
）

　

授
業
は
、
授
業
者
主
導
で
展
開
し
て
い
る
。
原
文
の
ま
ま
味
わ
わ
せ
、

言
語
事
項
は
絞
っ
て
行
い
、
登
場
人
物
の
心
情
を
想
像
さ
せ
、
自
由
に
発

言
さ
せ
る
こ
と
を
通
し
て
、
各
段
の
愛
の
形
を
読
み
深
め
、
考
え
さ
せ
る

指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　

⑹　

学
習
者
の
学
習
実
態

　

学
習
者
は
、
第
四
次
で
レ
ポ
ー
ト
を
書
き
、「
レ
ポ
ー
ト
集
」
に
ま
と

め
ら
れ
た
。
一
人
の
学
習
者
は
、「
梓
弓
物
語
」
を
書
い
て
い
る
。「
昔
か

ら
、
い
ろ
い
ろ
な
愛
の
形
が
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
愛
が
強
け

れ
ば
強
い
ほ
ど
よ
り
多
く
の
悲
し
み
が
生
ま
れ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

私
が
そ
の
こ
と
を
強
く
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
私
の
住
ん
で
い
る

こ
の
村
に
あ
る
一
つ
の
岩
に
ま
つ
わ
る
物
語
を
聞
い
た
時
か
ら
で
す
。」

と
書
き
起
こ
し
、「（
歌
を
）
書
き
終
え
た
女
は
、
愛
す
る
男
と
暮
ら
し
た

夢
の
よ
う
だ
っ
た
日
々
を
思
い
な
が
ら
、
深
い
眠
り
に
つ
い
た
そ
う
で
す
。

女
の
亡
骸
の
横
で
清
水
は
、
女
の
決
し
て
枯
れ
る
こ
と
の
な
い
愛
を
象
徴

す
る
か
の
よ
う
に
こ
ん
こ
ん
と
湧
き
出
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
そ
の

流
れ
は
今
も
絶
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
／
／
私
は
、
き
っ
と
こ
の
村

に
残
さ
れ
た
岩
は
、
こ
の
物
語
の
中
の
自
分
の
愛
を
貫
い
た
女
と
共
に
多

く
の
人
々
に
本
当
の
愛
と
は
何
な
の
か
を
問
い
か
け
て
く
れ
る
の
で
は
な
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い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。」
と
結
ん
で
い
る
（
約
二
四
〇
〇
字
）。

　

授
業
者
は
、
学
習
者
が
「
梓
弓
」
に
「
純
粋
で
深
い
愛
」「
悲
し
く
切

な
い
愛
」
を
読
み
と
り
、
女
の
最
後
を
空
し
い
あ
わ
れ
な
死
と
せ
ず
、
純

粋
な
愛
に
ふ
さ
わ
し
く
美
し
く
安
ら
か
に
描
い
て
い
る
と
評
し
て
い
る
。

　

⑺
本
実
践
の
特
色

　

特
色
は
以
下
の
点
に
窺
え
る
。
①
学
習
者
の
恋
愛
へ
の
興
味
・
関
心
を

『
伊
勢
物
語
』
の
人
間
の
心
情
・
愛
を
描
く
章
段
に
導
き
、
学
び
を
深
め

さ
せ
た
。
②
主
題
「『
伊
勢
物
語
』
に
描
か
れ
た
愛
の
形
」
の
設
定
に
よ
っ

て
章
段
の
読
み
を
求
心
的
な
も
の
に
し
た
。
こ
れ
は
世
羅
博
昭
の
実
践
に

学
ん
で
い
る
。
③
原
文
の
読
み
を
構
造
的
な
板
書
に
よ
っ
て
支
え
た
。
④

考
え
想
像
さ
せ
る
問
い
に
よ
っ
て
理
解
を
深
め
た
。
⑤
広
瀬
節
夫
以
来
、

比
較
読
み
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
⑥
レ
ポ
ー
ト
の
テ
ー
マ
を
学
習
者
の
興

味
・
関
心
、学
び
の
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
て
複
数
用
意
し
、モ
デ
ル
（「
リ
レ
ー

小
説
梓
弓
」）
を
与
え
て
意
欲
を
高
め
、
書
く
こ
と
を
通
し
て
理
解
を
深

め
た
。
⑦
レ
ポ
ー
ト
集
を
製
本
し
て
学
び
の
成
果
を
可
視
化
し
た
。

3　

成
果
と
課
題

　

次
の
成
果
が
見
出
さ
れ
る
。
①
学
習
者
の
恋
愛
へ
の
興
味
・
関
心
を『
伊

勢
物
語
』
の
学
習
に
関
連
さ
せ
、
導
き
深
め
る
実
践
が
な
さ
れ
た
。
②
主

題
を
基
に
教
材
の
開
発
・
編
成
、
学
習
指
導
の
組
織
化
が
な
さ
れ
、
求
心

的
な
学
び
の
追
求
が
な
さ
れ
た
（
主
題
単
元
学
習
）。
世
羅
博
昭
実
践
を

引
き
継
ぐ
も
の
と
い
え
る
。
③
表
現
と
理
解
を
関
連
さ
せ
た
言
語
活
動
に

よ
っ
て
学
習
者
が
意
欲
的
に
取
り
組
む
実
践
が
行
わ
れ
た
。
学
習
者
は
物

語
・
シ
ナ
リ
オ
な
ど
虚
構
の
作
文
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
だ
。
④
グ
ル
ー

プ
学
習
に
よ
る
成
果
を
発
表
す
る
学
習
が
な
さ
れ
た
。
⑤
教
材
、学
習（
レ

ポ
ー
ト
）
課
題
が
複
数
準
備
さ
れ
、
学
習
者
が
選
択
し
て
学
ぶ
指
導
が
な

さ
れ
た
。
⑤
学
習
の
成
果
を
集
成
し
て
ま
と
め
て
学
び
合
い
、
達
成
感
・

充
実
感
が
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。

お
わ
り
に
―
考
察
の
ま
と
め

　

指
導
内
容
に
関
し
て
は
、『
伊
勢
物
語
』
に
お
け
る
「
筒
井
筒
」「
梓
弓
」

の
内
容
に
関
す
る
目
標
と
し
て
、
時
代
に
関
わ
ら
ず
、
お
お
む
ね
、
さ
ま

ざ
ま
な
愛
、
愛
と
純
情
、
愛
の
哀
し
み
を
と
ら
え
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
。

併
せ
て
、
自
ら
に
つ
い
て
、
人
間
に
つ
い
て
、
時
代
、
社
会
に
つ
い
て
考

え
を
深
め
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
授
業
方
法
は
様
々
に
考
え
ら
れ
、

学
習
者
も
意
欲
的
に
取
り
組
み
理
解
を
深
め
て
い
る
。『
伊
勢
物
語
』
は

様
々
な
可
能
性
を
含
む
魅
力
あ
る
教
材
で
あ
る
。
主
題
に
関
し
て
は
、「
み

や
び
」
を
と
ら
え
る
実
践
は
わ
ず
か
で
あ
る
。

　

指
導
方
法
に
関
し
て
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

　

⑴　

経
験
主
義
か
ら
能
力
主
義
へ
―
学
習
指
導
の
模
索
（
一
九
四
五
―

一
九
六
九
年
）
期
に
は
、
興
味
・
関
心
の
重
視
や
話
し
合
い
に
よ
る

学
習
指
導
の
方
法
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、「
問
題
学
習
」
が
行
わ
れ
、

有
効
性
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
こ
に
は
、
経
験
主
義
と
増
淵
常
吉
の
影

響
が
窺
え
る
。

　

⑵　

能
力
主
義
学
習
指
導
の
展
開
（
一
九
七
〇
―
一
九
七
七
年
）
期
に

は
、
学
習
者
の
興
味
・
関
心
に
基
づ
く
指
導
を
と
お
し
て
、
読
解
の
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基
礎
を
身
に
つ
け
、
想
像
力
を
生
か
し
て
読
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

そ
の
方
法
と
し
て
「
課
題
学
習
」、「
学
習
の
手
引
き
」
が
用
い
ら
れ
、

理
解
と
表
現
の
関
連
指
導
、
虚
構
に
よ
る
表
現
、
比
べ
読
み
も
用
い

ら
れ
た
。
こ
こ
に
は
、
増
淵
常
吉
・
大
村
は
ま
の
影
響
が
見
え
る
。

ま
た
、
主
題
単
元
学
習
が
試
み
ら
れ
、
段
階
的
・
発
展
的
な
指
導
過

程
の
萌
芽
も
窺
え
る
。

　

⑶　

言
語
活
動
主
義
に
基
づ
く
学
習
指
導
の
始
発
（
一
九
七
八
―

一
九
八
八
年
）
期
に
お
い
て
は
、
学
習
者
の
興
味
・
関
心
、
あ
る
い

は
学
習
者
の
内
的
実
態
に
配
慮
し
た
教
材
を
開
発
・
編
成
し
て
授
業

を
行
い
、
受
容
の
実
態
把
握
が
な
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
を
学
習
指
導
に

生
か
す
こ
と
が
試
み
ら
れ
た
。
理
解
と
表
現
を
関
連
さ
せ
、
表
現
に

よ
る
理
解
の
定
着
、
表
現
に
基
づ
く
話
し
合
い
に
よ
る
理
解
の
深
化

を
図
る
指
導
な
ど
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、「
読
解
の
三
読
法
」
が
用

い
ら
れ
た
が
、
広
が
り
を
持
つ
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
比
較
法
が
用

い
ら
れ
効
果
を
収
め
て
い
る
。

　

⑷　

言
語
活
動
主
義
に
基
づ
く
学
習
指
導
の
展
開
（
一
九
八
九
―

一
九
九
八
年
）
期
に
お
い
て
は
、
学
習
者
の
興
味
・
関
心
と
教
材
の

特
色
を
主
題
に
統
合
し
、
教
材
の
開
発
・
編
成
を
行
い
、
表
現
と
理

解
を
関
連
さ
せ
た
学
習
指
導
の
組
織
化
に
よ
っ
て
、
学
び
を
意
欲
的
、

か
つ
求
心
的
に
追
求
さ
せ
る
主
題
単
元
学
習
が
な
さ
れ
た
。
主
題
単

元
学
習
は
し
だ
い
に
形
を
整
え
て
い
っ
た
。
大
村
は
ま
・
世
羅
博
昭

実
践
を
引
き
継
ぐ
も
の
と
い
え
る
。

　

課
題
と
し
て
は
、以
下
が
見
出
さ
れ
る
。
①
『
伊
勢
物
語
』
の
特
に
「
筒

井
筒
」「
梓
弓
」
を
純
粋
で
深
い
愛
、
悲
し
く
切
な
い
愛
の
物
語
と
と
ら

え
る
指
導
で
よ
い
か
と
い
う
課
題
が
あ
る
。「
筒
井
筒
」
で
は
、
指
導
書

に
お
い
て
、「
み
や
び
」・「
歌
徳
説
話
」
を
主
題
と
す
る
も
の
が
多
い
と

い
）
16

（
注う
。
②
『
伊
勢
物
語
』
を
読
む
た
め
の
知
識
と
技
能
が
明
確
で
は
な
く
、

読
み
を
と
お
し
て
ど
の
よ
う
な
力
を
育
成
す
る
か
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

注

（
1
）
八
木
雄
一
郎
「
中
学
校
教
授
要
目
の
成
立
過
程
に
お
け
る
文
章
観
」

（『
日
本
語
の
日
本
文
学
』
四
五
号　

二
〇
〇
七
年
八
月　

筑
波
大
学
国

語
国
文
学
会　

二
二
頁
）
に
お
い
て
、『
伊
勢
物
語
』
が
、『
中
等
教
科

日
本
文
学
史
』（
訂
正
四
版　

一
九
〇
一
年
三
月　

同
年
同
月
検
定
通

過　

明
治
書
院
）
で
三
頁
の
和
文
テ
ク
ス
ト
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
2
）
本
観
点
は
、
古
典
（
古
文
）
教
育
実
践
の
考
察
の
観
点
と
し
て
用

い
た
。
渡
辺
春
美
『「
関
係
概
念
」
に
基
づ
く
古
典
教
育
の
研
究
―
古

典
教
育
活
性
化
の
た
め
の
基
礎
論
と
し
て
―
』（
二
〇
一
八
年
二
月　

溪
水
社　

二
三
三
頁
参
照
）

（
3
）
広
瀬
節
夫
「『
伊
勢
物
語
』
の
学
習
指
導
」（『
国
語
教
育
研
究
』
三

号　

一
九
六
一
年
四
月　

広
島
大
学
教
育
学
部
光
葉
会　

一
二
頁
）

（
4
）
注
（
3
）
に
同
じ
（
一
三
頁
）

（
5
）
注
（
3
）
に
同
じ
（
一
四
頁
）

（
6
）
注
（
3
）
に
同
じ
（
一
三
頁
）

（
7
）
注
（
3
）
に
同
じ
（
二
二
頁
）

（
8
）
注
（
3
）
に
同
じ
（
二
二
頁
）
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（
9
）「『
古
典
甲
』の
一
つ
の
扱
い　

伊
勢
物
語『
筒
井
筒
』の
指
導
」（『
研

究
紀
要
』
一
九
七
三
年
四
月　

東
京
都
高
等
学
校
国
語
教
育
研
究
会　

五
三
―
五
七
頁
）

（
10
）
細
谷
藤
策
「『
伊
勢
物
語
』〈
筒
井
筒
〉　

教
材
の
扱
い
方
と
実
践
授

業
の
展
開
」（
宮
崎
健
三
・
野
地
潤
家
・
石
井
茂
編
著
『
古
典
の
教
え

方　

物
語
・
小
説
編
』
一
九
七
二
年
五
月　

右
文
書
院　

一
九
八
頁
）

（
11
）『
一
九
七
〇
年
版
学
習
指
導
要
領　

国
語
科
編
』「
古
典
乙
Ⅰ
」
の

指
導
事
項
の
「
カ
」
に
「
作
品
に
描
か
れ
た
情
景
や
人
物
を
豊
か
な
想

像
力
を
も
っ
て
と
ら
え
る
こ
と
」
が
あ
る
。

（
12
）
世
羅
博
昭
「『
伊
勢
物
語
』
の
学
習
指
導
―
古
典
を
意
欲
的
に
か
つ

楽
し
く
読
む
こ
と
を
め
ざ
し
て
―
」（『
年
報
』
二
〇
号　

一
九
七
九
年

四
月　

広
島
県
高
等
学
校
教
育
研
究
会
国
語
部
会　

実
践
は
一
九
七
七

年　

七
九
頁
）

（
13
）
世
羅
博
昭
『『
源
氏
物
語
』
学
習
指
導
の
探
究
』（
一
九
八
九
年
七

月　

溪
水
社　

四
〇
九
・
四
一
〇
頁
）
に
お
い
て
、
一
九
六
〇
年
代
末

の
高
校
紛
争
の
中
で
高
校
生
は
、「
教
育
と
は
何
か
」「
古
典
教
育
の
必

要
性
は
何
か
」
な
ど
と
教
育
の
根
本
を
問
い
た
だ
し
た
と
い
う
。
そ
こ

に
は
受
験
体
制
に
喘
ぐ
心
底
か
ら
の
叫
び
が
あ
っ
た
。
生
徒
と
の
討
議
、

ぶ
つ
か
り
合
い
を
通
し
て
、
一
九
七
二
年
以
降
、「
学
習
者
の
興
味
・

関
心
や
問
題
意
識
に
即
し
た
『
学
習
テ
ー
マ
』
を
設
定
し
て
、
古
典
作

品
を
単
元
的
展
開
の
も
と
に
読
ん
で
い
く
、
と
い
う
指
導
法
が
生
ま
れ

て
い
っ
た
。」
と
述
べ
て
い
る
。
本
実
践
も
こ
の
発
展
に
位
置
づ
け
る

こ
と
が
で
き
る
。

（
14
）
藤
原
与
一
『
国
語
教
育
の
技
術
と
精
神
』（
一
九
六
五
年
七
月　

新

光
閣
書
店
）
に
よ
れ
ば
、
素
材
読
み
―
表
現
素
材
を
お
さ
え
る
読
み

（
一
四
五
頁
）、
文
法
読
み
―
文
章
の
構
造
・
し
く
み
の
読
み
（
一
四
六

頁
）、
表
現
読
み
―
表
現
に
即
し
た
表
現
の
味
わ
い
と
り
の
読
み

（
一
五
八
頁
）。

（
15
）
伊
東
武
雄
「
古
典
学
習
指
導
の
反
省
と
課
題
―
伊
勢
物
語
23
・
24

段
の
受
容
の
実
態
を
中
心
に
―
」（『
国
語
教
育
研
究
』
二
九
号　

広
島

大
学
教
育
学
部
光
葉
会　

一
九
八
五
年
六
月　

一
九
五
頁
）

（
16
）
早
乙
女
利
光
「
教
材
と
し
て
の
『
伊
勢
物
語
』
二
十
三
段
考
」（『
早

稲
田
大
学
国
語
教
育
研
究
』
二
〇
〇
六
年
三
月　

早
稲
田
大
学
国
語
教

育
学
会　

六
五
頁
）、
指
導
書
に
よ
れ
ば
、
他
に
、
男
女
の
結
び
付
き

の
深
さ
、
壊
れ
や
す
い
男
女
の
関
係
、
さ
ま
ざ
ま
な
愛
の
形
に
主
題
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

 

（
わ
た
な
べ　

は
る
み
・
京
都
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
女
子
大
学
）
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